
政策会議議事概要

【政策会議】

日 時：令和５年７月31日（月）09時30分～09時43分

場 所：６階第２特別会議室

出席者：16名

池田副知事、島袋政策調整監、

知事公室長、総務部長、企画部長、環境部長、子ども生活福祉部長、

保健医療部長、農林水産部長、商工労働部長、

観光政策統括監、土木建築部長、教育長、

病院事業統括監、企業局長、警察本部長

報告事項

１ 令和５年第６号（カーヌン）への対応について（知事公室）

→知事公室長より配布資料に基づいて説明が行われた。

２ 台風６号の影響による交通の欠航状況等について（企画部）

→企画部長より配布資料に基づいて説明が行われた。

３ 令和５年台風６号に係る交通の欠航及び臨時便等の状況への対応等について

（文化観光スポーツ部）

→観光政策統括監より配布資料に基づいて説明が行われた。

資料提供

１ 「県政情報発信等戦略ガイドライン」に係る報告の徹底について（知事公室）

２ 美ら島レスキュー2023・R5沖縄県災害対策本部運営訓練(図上訓練)について

３ 令和５年度の障害者雇用の状況について（総務部）

４ マイナンバーの紐づけに関する総点検について（企画部）

５ ＦＢＷＣ2023開催に向けた開催地支援協議会の取組状況について（文化観光

スポーツ部）

６ 「首里城図柄入り自動車ナンバープレート」の各部局公用車への取付に

ついて（土木建築部）

７ 令和５年度上半期中の事件・事故発生状況について（警察本部）

副知事等発言

・台風は強い勢力で足踏みするため、農林水産業だけでなくインフラにも被害

が発生する。関係機関と連絡を取り合って被害状況の把握に努めて、観光客

や県民への情報発信を繰り返し行って頂きたい。（池田副知事）

以 上
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意見交換事項等

所管部局：知事公室

件名 「県政情報発信等戦略ガイドライン」に係る報告の徹底について

【経緯・現状】
県では、各部局が発信する県政情報等について、三役の適正な

判断の下に情報発信を行うため、「県政情報発信等戦略ガイドラ
イン」（以下「ガイドライン」という。）に基づき、全庁的な情報
の収集・管理・適切な発信に取り組んできたところ。
今般、複数の知事動画撮影の案件について報告もれがあったこ

とから、三役から、ガイドラインに基づく報告を徹底するよう指
摘があった。

内容 【県の対応等】
各部局において、改めてガイドラインの周知を図り、適切な情

報発信に努めるようお願いする。

（参考）
「県政情報発信等戦略ガイドライン」に係る報告の徹底について
（令和５年７月13日付け知広第159号知事公室長通知）



知 広 第 1 5 9 号

令和５年７月13日

各部局長 殿

知事公室長

（公印省略）

「県政情報発信等戦略ガイドライン」に係る報告の徹底について

県では、各部局が発信する県政情報等について、三役の適正な判断の下に情報発

信を行うため、「県政情報発信等戦略ガイドライン」（以下「ガイドライン」という。）

に基づき、全庁的な情報の収集・管理・適切な発信に取り組んできたところです。

今般、幹部会議において、複数の知事動画撮影の案件について報告もれがあり、

ガイドラインに基づく報告を徹底するよう指摘がありました。

ガイドラインの円滑な運用のためには、職員一人一人の理解が必須です。

貴職におかれては、貴管下職員に対し、改めてガイドラインの周知を図り、適切

な情報発信に努めるようお願いします。



意見交換事項等

所管部局：知事公室防災危機管理課

件名 美ら島レスキュー2023・R5沖縄県災害対策本部運営訓練
(図上訓練)の延期について

１ 概要
県内で想定される大地震及び津波に対応するため、県下自治

体や防災関係機関が一堂に会して訓練を実施することで、連携
強化及び災害対処能力の向上を図り、平成25年度から陸上自衛
隊が主催して開始。平成29年度から陸上自衛隊と県の共催。

２ 参加予定（予備日参加は集計中）
(1) 参加機関 81機関
(2) 参加者数 約700名
（県職員200、陸上自衛隊100、市町村及び防災機関300、災害医療本部100）

３ 運営訓練日程
令和５年８月８日(火)10:00～16:00（発災～6h後）
令和５年８月９日(水)09:00～13:00（発災後47～50h後）

※シェイクアウト訓練への参加（全庁）
８月８日(火)10:00から館内放送（ＴＶ９２チャンネル）

内容 にて模擬ニュース映像を放映。大地震にあわせて、机の下
に身を隠すなど身を守る行動をお願いします。

４ 場所
(1) 県 災 害 対 策 本 部：南部合同庁舎５階第１～４会議室
(2) 県災害対策本部会議：県庁６階第２特別会議室
(3) 各 地 方 本 部：それぞれの合同庁舎大会議室等

５ 訓練における部局長等の対応
(1) 対応内容

関係部局長等は、以下の災害対策本部会議へ出席し、第１
回本部会議で本部長から指示を受け、第２回及び第５回本部
会議において、それぞれの所管分野について報告を行う。

(2) 災害対策本部会議の日時（本部長調整中）
・第１回８月８日(火)10:15～10:30（本部長：池田副知事）
・第２回８月８日(火)15:15～15:45（本部長：池田副知事）
・第５回８月９日(水)11:30～12:00（本部長：玉城知事）

(3) その他
・本部会議は、防災服で参加
・第５回災害対策本部会議は報道公開予定
（知事の参加に合わせて変更の可能性あり）



意見交換事項等

所管部局：総務部

件名 令和５年度の障害者雇用の状況について

【現状】

知事部局では、障害者法定雇用率（2.60％）の達成に向け、各

部局において非常勤職員の障害者雇用に取り組んだところ、法定

雇用率を上回る3.03％を達成することができた。

【課題】

法定雇用率は、令和６年度から2.8％、令和８年度から3.0％に

内容 段階的に引き上げられることから、今後も障害者の雇用に取り組

む必要がある。

また、正規・非正規に関わらず、障害者に対する正しい理解や

配慮ができる職場づくりに引き続き取り組む必要がある。

【県の対応】

各部局においては、今後も非常勤職員の雇用者数を確保すると

ともに、障害者一人ひとりがその特性や個性に応じて能力を発揮

できる職場づくりに取り組んでいただきたい。

総務部においては、障害者の採用（正規職員）を計画的に行う

とともに、障害者に対する適切な関わり方や配慮の方法などを学

ぶための研修や、職場向けの個別相談会を実施するなど、引き続

き雇用と定着促進に向けた取組を推進する。



意見交換事項等

所管部局：企画部

件名 マイナンバーカードの紐づけに関する総点検について

【経緯・現状】
⑴ マイナンバー制度について、人為的な入力ミスによりマイナ
ンバーの紐づけに誤りが生じた事案等が確認されており、国民
の信頼が重要であるとして、国・地方公共団体・関係機関を挙
げて、マイナンバーの紐づけに関する総点検が行われることに
なった。

⑵ 進め方として次のとおり示されている。
① ７月中に、各省庁から実施機関へ現状の紐づけ方法を確認
② 結果を踏まえ、個別データの総点検が必要なケースを整理
する。

③ ８月以降、実施機関において、秋までに点検、修正、漏洩
調査を実施、公表する。

⑶ ７月７日に厚生労働省、７月12日に総務省、文部科学省、子
ども家庭庁から各自治体の制度所管部局に対し、調査依頼が発

内容 出された。（調査〆切：厚労省分=7/21、その他省庁7/25）

【課題】
⑴ 対象事務の多くは市町村等が関わるものと想定されるが、県
の事務においても、関係する部局においては確認・点検が求め
られる。（現時点で総点検の全容や作業量は不明）

⑵ 国は、都道府県に対して以下の事項を求めている。
① 市町村の回答とりまとめ
② 市町村フォローアップや市町村長等幹部への情報共有
③ 庁内進捗管理のための体制整備や市町村のフォローアップ
点検作業に対応するための人事的配慮等の対応

【県の対応等】
⑴ 総点検の実施にあたり、部局横断的な連携体制を構築する必
要がある。なお、総点検は関係部局が多い上に短期間での対応
が必要となることから、機動力の高い庁内連携チーム（長野県
のようにコミュニケーションアプリも活用した連携体制）の構
築に向けて作業しているところ。
※ 総務部、企画部、子ども生活福祉部、保健医療部、商工労働部、教育庁の18課程度

⑵ 各制度所管部局から市町村制度所管課あて調査依頼・回答取
りまとめを行っているところであり、⑴の庁内連携チームで各
部局の情報を集約し、庁内全体の点検作業の進捗管理や、市町
村へのフォローアップの手法等を共有する。

⑶ 国から今後示される総点検の実施内容や手法によっては、必
要な人的対応について準備する必要があり、各部局等庁内にお
ける配慮をお願いしたい。



意見交換事項等

所管部局：文化観光スポーツ部

件名 ＦＢＷＣ2023開催に向けた開催地支援協議会の取組状況につい
て（スポーツ振興課）

【経緯・現状】
FIBA バスケットボールワールドカップ2023が、8月25日～9月

3日の期間開催される。開催まで約１ヶ月となっている。
これまで、シティドレッシングやテレビＣＭ放映等により機運

醸成や、共同開催国であるインドネシアの学校とのオンライン交
流、県内小中学生を対象としたバスケットボールクリニック、沖
縄グループステージ参加国の料理を学校給食で提供する事業など
を実施してきた。
大会参加国の事前キャンプ及び選手との交流、大会期間中、沖

縄の子どもたちを中心に約10,000人の試合招待を予定している。
また、ボランティアの活用、アスリートの宿泊、輸送、観客の

輸送など受入体制構築、ファンゾーン・サテライト会場設置に向
けた調整を行っている。

【課題】

内容 (1) 沖縄アリーナ周辺の交通渋滞対策

(2) 受入体制構築に向けた関係市町村及び各部局との連携

【県の対応等】

(1) 沖縄アリーナ周辺混雑緩和対策として、無料シャトルバス
及び公共交通機関等の利用を促すこととしている。
沖縄県警察との総合的な渋滞対策の検討・実施、各公共交

通機関の拡充の依頼、観光関連団体の協力により観光客等へ
のシャトルバスの運行情報等の周知、NEXCO 西日本の協力
により沖縄自動車道の円滑な利用の環境整備を行っていくこ
ととしている。

(2) 受入体制構築に向け、これまで、広報・機運醸成、各種デ
ータの提供、関係法令・条例の確認、医療体制・感染症対策
の確認、道路管理、交流に参加する児童、生徒の募集協力な
ど、関係市町村及び各部局連携を図ってきた。
ワールドカップの開催を確実に沖縄振興に繋げるため、ま

た、大会の成功に向け、引き続き連携・協力をお願いしたい。



① FBWC2023を契機とした沖縄の子ども達と世界との交流の創出

 子どもたちを中心とした約10,000人の招待者選定後、輸送、チケットの配布等の計画、調整
 試合のハーフタイムショー等に出演する子ども達の演出

※ 共同開催国との交流事業は7月18日までに計画した8校について実施

② FBWC2023を契機とした沖縄の子ども達とトップアスリート等との交流の創出

 トップアスリートによるバスケクリニックの実施
 子ども達と事前合宿を通じたトップアスリートとの交流内容の調整

（オーストラリア、ジョージア、カーポベルデの３か国）

※ 開幕50日前の7月6日に県内320校で沖縄グループステージ参加の料理を給食にて提供

③ スポーツボランティアを活用した大会支援とボランティア文化の醸成

 ボランティアの活動場所ごとの人数、配置計画
 ボランティア向けの研修内容等調整

※ ボランティアは、６月14日に締め切り、実人数約1,700人、のべ約4,200人の活動を予定している。

開催地支援協議会の現在の取組状況について

 アスリート受入体制の構築（宿泊・輸送・警備等）、
観客受入体制の構築（輸送・警備）に向け、

 県警、公共交通事業者、空港関係機関等との調整
 歓迎レセプションの実施に向けた関係者との調整（開幕前実施)

④ 今後10年のスポーツコンベンション推進に向けた受入体制構築とノウハウ蓄積・展開



開催地支援協議会の現在の取組状況について

 ファンゾーン・サテライト会場の構築（パブリックビューイング、公式グッズ販売、
特産品販売・観光PR等）について４市町、委託事業者と調整

※ ５月17日には北谷町にて100日前イベントを実施

⑤ FBWC2023を活用した賑わいの創出と地域振興

 試合観戦＋スポーツ体験を楽しむモニターツアーの実施に向け、
関係者との調整（近日中にリリース予定）

※ ファンゾーンにおけるパブリックビューイング
再掲⑤FBWC2023を活用した賑わいの創出と地域振興

⑥ 県民がスポーツに親しむ環境の創出

 日本代表強化試合におけるプロモーション
 羽田空港内ショップにて大会周知と沖縄の魅力発信の映像配信
 県内テレビCMの放映

⑦ FBWC2023開催を契機とした大会周知と沖縄へのスポーツツーリズム促進

 沖縄市、那覇市、宜野湾市、北谷町でシティドレッシング箇所の拡充

※ シティドレッシングに加え、公共交通機関ラッピング、
レンタカーへのステッカー貼付、県内イベントを実施

⑧ FBWC2023開催に向けた開催地の機運醸成



FIBAバスケットボールワールドカップにおける交通渋滞対策

対策 関係機関等 連携・協力の内容

総合的な渋滞対策の検討・実施 沖縄県警察
【渋滞緩和対策、路上駐車対策】
県警本部内にPT設置、混雑・対策箇所の検討、信号表示の時間調整等による
渋滞対策、沖縄アリーナ周辺の駐車禁止規制等

公共交通機関の拡充

沖縄都市モノレール
【ゆいレール運行時間の延長】
通常、てだこ浦西駅発（那覇空港方面）については、23:30発が最終のところ、
大会期間中は臨時便として2便追加の予定

バス協会、琉球バス交通
【路線バス運行時間の延長】
沖縄市内発の112系統について臨時便の協議中
※現時点で決まったものはありません。

ハイヤー・タクシー協会、
個人タクシー事業協同組合

【タクシー輸送力の強化】
タクシープールの設置 ※設置箇所等について調整中

観光客への周知
ホテル旅館衛生同業組合

【宿泊客への周知】
沖縄アリーナ周辺の混雑予想やシャトルバス運行情報等の周知を行う

レンタカー協会

事業者への周知
日本旅行業協会（JATA）
全国旅行業協会（ANTA）

【旅行業者への周知】
沖縄アリーナ周辺の混雑予想やシャトルバス運行情報等の周知を行う

沖縄自動車道の円滑な利用の
環境整備

NEXCO西日本
【人員体制の強化、道路利用者への情報発信】
インターチェンジ料金所（出口）への人員配置、道路利用者への混雑予想の事
前周知を行う

ミッション
安全・安心で円滑な大会運営を支援するため、沖縄アリーナ周辺の混雑を緩和し、
○地域住民の日常生活への影響を緩和する。
○出場チームや大会関係者、観客の移動への影響を緩和する。

基本的な方針
①沖縄アリーナ及びコザ運動公園内の駐車場については、関係者駐車場及びシャトルバス発着場として使用する。
②観客の皆さまの沖縄アリーナへのアクセスについては、開催地支援協議会が運行する無料シャトルバス及び公共交通機
関等の利用を促す。

■交通渋滞対策・シャトルバス運行について

■関係機関との連携・協力について



各部局との連携について

部局 連携の内容 担当課室

知事公室
【広報・機運醸成】
• 県広報媒体でのワールドカップ及び取組内容の周知（広報誌、広報番組、SNS等）

特命推進課、広報課

総務部
【広報・機運醸成】
• 県民ホールを中心とした庁舎の装飾、パネル展示等

管財課

企画部
【データ取得への協力】
• 大規模イベント開催時における交通対策検討のための人流データ（WiFiパケットセンサー）取得への協力

交通政策課

環境部
【関係法令確認】
• 県民向けモニターツアー造成（ジップライン・バギー体験）における関係法令・規制の確認

自然保護課

保健医療部

【医療提供体制の構築】
• 医療コーディネーター・医師会等と連携した大会期間中の医療提供体制の構築
• 県外客・海外客への周知内容の確認
【感染症法等に基づく対応】
• 感染症の事前リスク評価、サーベイランスの実施、発生時の情報共有の方法・範囲の確認
【食品衛生法等に基づく対応】
• 食品衛生法及び県食品衛生監視指導計画に基づく監視指導、収去検査（食中毒等）

医療政策課、感染症総務課、
感染症医療確保課、
ワクチン・検査推進課、
衛生薬務課（保健所）

農林水産部
【県産花きを活用したおもてなし】
• 沖縄アリーナ等での県産花きの展示・装飾によるおもてなし（県産花きのプロモーション）

園芸振興課、流通・加工推進課

商工労働部
【人流データの活用に関する相談・助言】
• 過去の人流データ（GPS位置情報）を活用した渋滞箇所の特定、渋滞対策の検討
• ワールドカップ開催時のデータを分析した対策の効果検証及び次に向けての課題抽出

ITイノベーション推進課

土木建築部

【渋滞対策の検討】
• 中長期的な視点での沖縄アリーナ周辺の渋滞対策の検討
【大会期間中の対応】
• 沖縄アリーナ周辺の県道の清掃・環境美化
• 大会期間中の県道の占有許可、道路利用者の安全確保の検討・助言
【沖縄都市モノレールとの連携】
• 交通体系の整備・公共交通機関の拡充に向けたゆいレール臨時便の運行

中部土木事務所、
都市計画モノレール課

教育庁
【子ども達の交流事業】
• 国際交流及びトップアスリート交流における各学校への周知・募集
• 大会出場国の郷土料理をメニューにした学校給食の提供

保健体育課

県議会
【観光スポーツ議員連盟への情報共有】
• 開催地支援協議会の取組状況の報告等

政務調査課



意見交換事項等

所管部局：土木建築部

件名 「首里城図柄入り自動車ナンバープレート」の各部局公用車への
取付について

【経緯・現状】
○県では、首里城復興の気運醸成等を目的に、首里城がデザイン
された自動車ナンバープレート（以下「本プレート」）導入を進
めている。

○本プレートの導入については、令和４年度に実施したデザイン
の県内公募で171点の作品が集まり、その後の県民人気投票では
12,625件の投票があるなど、県民の関心が非常に高い取組となっ
ている。

○県では、人気投票で4,888件の最多得票を獲得した作品を県デ
ザイン案として国土交通省に申請した。本プレートは、今年10月
から発行開始を予定している。

【課題】
○首里城復興のさらなる気運醸成を図るため、多くの県民に取り
付けてもらえるよう普及促進に取り組む必要がある。

内容 ○発行開始から５年以内に一定の普及がなされていない場合は、
デザイン変更または終了を求められる可能性がある。

【県の対応等】
○普及促進にあたり、プロモーションの一環として、まずは旗振
り役である県の公用車への導入を進めていきたい（７月18日の首
里城復興推進本部会議において、池田副知事からも各部局公用車
への普及方法検討の指示あり）。

○今後、各部局に対して普及に向けたアンケート等を予定してい
るので、御協力をお願いしたい。

【備考】
○県の所有車・リース車いずれも公用車として申請可能である。

○発行手数料は、他県事例では普通車１台8,500円前後であり、
これに1,000円以上の寄付金を上乗せするとカラーを選択可能と
なる（公用車の場合、寄付無しでカラーも選択可能）。

○本プレートの申請先・発行主体は、（一社）沖縄県自動車標板
協会（浦添市牧港）である。



意見交換事項等

所管部局：警察本部

※暫定値件名 令和５年上半期中の事件・事故発生状況について

１ 刑法犯認知件数

○ 前年同期比約1,000件の増加、約７割を窃盗犯が占める｡
○ 米軍構成員等の認知は40件で、前年同期比９件増加。

２ 薬物事犯の検挙人数

○ 前年同期比14人減少しているが、覚醒剤のみ増加。
○ 米軍構成員等の検挙は２人で、前年同期比９人減少。

内容
３ 交通人身事故発生状況（件数・人数）

、 、 。○ 人身事故件数は H24年以降11年連続減少 Ｒ５は増加傾向
○ 米軍構成員等の発生件数は38件で、前年同期比２人増加。

４ 水難事故発生状況（件数・人数）

、 。○ 発生件数前年同期比７件増加 特に観光客が９件32人と増加

※ これらの情勢等を踏まえ、観光客等の入域が増える期間(９
月末まで)、他県警察からの特別派遣を受け、各種警戒活動を強化。

認知件数 凶悪犯 粗暴犯 窃盗犯 知能犯 風俗犯 その他

令和５年6月末 4,225 27 477 2,773 287 37 624

令和４年6月末 3,220 22 409 1,960 269 28 532

令和４年 6,778 43 874 4,234 490 67 1,070

検挙人員 覚醒剤 大麻 麻薬等 指定薬物

令和５年6月末 99 21 76 2 0

令和４年6月末 113 11 91 11 0

令和４年 212 21 173 18 0

うち飲酒絡 うち飲酒絡

令和５年6月末 1,267 30 21 2 21

令和４年6月末 1,183 23 16 2 18

令和４年 2,778 57 32 3 34

死者数
死亡事故件数　　発生件数

県民 観光客 米軍等

令和５年6月末 48 85 32 53 0

令和４年6月末 41 56 32 21 3

令和４年 106 143 74 56 13

罹災者数
発生件数




